
２－４ 学校給食課 

Ⅰ 主な事業の紹介 

学校給食は、成長過程にある児童生徒に栄養のバランスのとれた食事を提供すること

により、心身の健全な発達に資することを目的として行われる教育活動です。 

すなわち、学校給食は、食事という人間にとって最も大切な営みを児童生徒と教職員

が共に行う中で、好ましい人間関係をつくり、学校生活を豊かにすることを目標のひと

つにしています。また、子供たちが互いに協力し合い食事の用意、後片付けなどをする

ことにより、勤労、奉仕の精神、協調性を身につけることができ、食事を通して心のふ

れあう生活指導の場となっています。 

 

学校給食の目標 

 

① 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

② 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができ

る判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 

③ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

④ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及

び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

⑤ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深

め、勤労を重んずる態度を養うこと。 

⑥ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

⑦ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 

 

（１）学校給食センター 

 戸田市の学校給食は、昭和３２年７月から２校の小学校で開始されました。その後、

昭和４５年９月から小中学校のすべてにおいて、センター方式による完全給食が実施さ

れました。 

 平成１７年４月から、小学校において順次、単独校調理場方式の給食が開始されたこ

とにより、学校給食センターからの配送校は、小学校３校、中学校６校となっています。 

 また、平成２３年９月に現在の学校給食センターが完成し、同年１０月から給食調理

が開始されました。 

 平成３０年度から学校給食センターでアレルギー除去食対応を取り組み始めました。 
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■名称及び所在地 戸田市立学校給食センター  

         戸田市新曽南４丁目３番４５号 

 電話０４８－４４２－５０６５ 

■施設及び概要  敷地面積 ３，５４３．７４㎡ 

         建  物 鉄骨造２階建 

         建築面積 １，８７１．３３㎡   １階 １，９０５.４７㎡ 

         延床面積 ２，５０１．６６㎡   ２階 ５８４．１９㎡ 

                         機械室 １２．００㎡ 

        ・竣  工：平成２３年９月 

        ・業務開始：平成２３年１０月 

        ・調理能力：１日６，０００食  

 

・学校給食実施状況                （平成３０年５月１日現在） 

区 分 

 

学 校 数 

（ 校 ） 

学 級 数 

（ 学 級 ） 

1 日平均食数 

（ 食 ） 

給食実施回数 

（ 回 ／ 年 ） 

小学校 ３ ５９ １，９３８ １８０ 

中学校 ６ ９４ ３，５８６ １８０ 

計 ９ １５３ ５，５２４  

※給食数は児童生徒数と職員数も含む。 

 

・学校給食費 

区  分 給食費（月額 円） １食単価（円） 

小学校 ３，７００ ２２６ 

中学校 ４，３００ ２６２ 

 

 

（２）単独校調理場 

 平成１７年４月から戸田第二小学校、芦原小学校の２校、平成１８年４月から美谷本

小学校、平成１９年４月から戸田第一小学校、平成２０年４月から美女木小学校、平成

２１年４月から戸田東小学校、平成２２年４月から笹目東小学校、平成２３年４月から

新曽北小学校、平成２４年４月から笹目小学校を加え９校の小学校で単独校調理場方式

による学校給食が開始されました。 
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・学校給食実施状況                （平成３０年５月１日現在） 

区 分 

 

学 校 数 

（ 校 ） 

学 級 数 

（ 学 級 ） 

1 日平均食数 

（ 食 ） 

給食実施回数 

（ 回 ／ 年 ） 

小学校 ９ ２０６ ６，８２０ １８０ 

※給食数は児童生徒数と職員数も含む。 

 

・学校給食費 

区  分 給食費（月額 円） １食単価（円） 

小学校 ３，７００ ２２６ 

 

（３）学校給食の役割 

栄養のバランスのとれた食事を一日に三回食べることは、健康な生活を送る上で基本

となるものです。 

 食生活が充実し児童生徒の体位が向上する一方で、栄養の偏り、不規則な食生活や運

動不足などによる肥満、貧血、疲れ、集中力の欠如などの問題が指摘されています。ま

た、社会の変化に伴い家庭のあり方が変容し、家族のだんらんも少なくなり、一人で食

べることや子供だけで食事をする習慣など食生活上の問題も生じています。 

このような食環境の中で、成長期にある児童生徒に対し健康的な食生活に関する理解

を深めていくことは、学校給食の重要な役割と考えます。 

 

・給食指導と栄養教諭・栄養職員の参画 

 栄養教諭・栄養職員は、学校給食を通じ児童生徒の健康教育を進める上で極めて大き

な役割を担っています。学校給食の献立作成等に携わる栄養教諭・栄養職員が専門的立

場から給食指導に参画し、幅広い活動をすることにより、給食指導の一層の効果を上げ

ることが期待されています。 

 

・多様な教育効果 

 給食の時間は、みんなで一緒に「食べる」学校生活の中で楽しい時間の一つです。そ

の中で栄養に関することや日本の行事食・郷土料理について、また農業や漁業、食料の

生産・加工・流通についてなど学習内容の理解が一層深められ、自然の恵みや働く人々

への感謝の心を育てることもできます。 

 

・学校と家庭・地域との連携 

 児童生徒の基本的生活習慣や望ましい食習慣を育成していくためには、その生活の基

盤である家庭や地域との連携を図り、それぞれの役割を踏まえながら協力し合って給食

指導に当たることが求められています。 
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